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電荷結合素子 (CCD)を用いた直径測定の研究
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記号と略号

か:測定対象の直径

β〝:マイクロメータによる直径測定値

か｡:本研究測定装置による直径測定値

1:レンズから測定対象中心までの距離

JD:DL.-DI.

∬:レンズ視野からみる対象のさしわたし長さ

∬′:結像面上に投影されるJの長さ

xp:x′を加重平均して求めるx′の推定値

Ax:カメラを移動する時に生ずるx′の変化分

m:レンズの結像倍率

Am:実測された mの平均値からの差

′:レンズの焦点距離

S:xの測られる位置からレンズまでの距離

S′:レンズから結像面までの居巨離

¢V:CCDビデオ信号

≠th.'あ に対して設定する開値

il･:i-1,2,¢Vにみられる測定対象像端部の傾斜に

対応する時間

Bl:tl+t之に対応するクロックパルス計数値

Blh:Btに対して設定する

Cf :BthとBtの差

KL:カメラの移動展巨離

Ⅳ :回転速度

e:偏心,静的なふれまわりの最大値,最小値の差

をβで除した量

F:レンズの絞 り

CCD:電荷結合素子

ChargeCoupledDevice

CPU:マイクロコンピュータ演算処理部

CentralProcessingUnit

CRT:ブラウン管表示装置

CathodeRayTube

PPI:プログラム可能パラレルインターフェース

*東京大学生産技術研究所 第一2部

ProgrammablePeripheralInterface

APU:演算用大規模集積回路

ArithmeticProcessingUnit

DMA:記憶装置直接書きこみ

DirectMemoryAccess

RAM :読出し書き込み可能メモリ

RandomAccessMemory

l. ま え が さ

機械部晶の直径は,機械加工における基本的な精度測

定の対象である.したがって,古 くから測定装置の開発

が試みられ,ノギス,マイクロメータ等,技術的に成熟

した器具が生産現場に必要欠くべからざるものとして用

いられているのはもちろん,摩擦車のような機械要素を

利用した装置1)や,最近ではレーザー,光電変換素子等,

光学的,電気的構成の装置の開発が試みられている2)･3)･4)

実際の装置は,通常加工物に近 く,切屑,切削油剤等

が飛散する,雰囲気として厳しい環境の場所に設置され

るから,実用上は,装置の性能が満足すべきものである

ことに加え,このような環境を克服し,さらに,小型か

つ,信頼性,操作性に秀れたものであることが要求され

る.これらの条件を満たして実用に供されているものは

必らずLも多くはなく,5)･6)･7)これらを含めて,生産加工

現場で広 く用いられるためには,相対的,絶対的な測定

精度の改善,測定の高速化,装置の小型化等,性能の向

上をはかる試みが今後 とも必要である.

本研究では,光電変換をおこなう素子が一次元に配列

され,従来は素子の長さが十分小さくなかったことから,

主として形状認識のみに用いられてきたCCDを,長さ

測定に用いることを検討した.すなわち,CCDをスクリ

ーン相当の面上にもつ固定焦点式の簡単なカメラを構成

し,レンズ視野からみた部材のCCD上の結像長さをデ

ータとして,マイクロコンピュータによって直径を算出

する,小型,簡便な測定装置として,その性能を検討し.

た.この際,カメラを移動させながらCCD上の結像長さ

のデータをとりこみ,自動的に焦点位置の結像長さを検

出するアルゴリズムを作成し,焦点合わせの自動化をは

かった直径計測ができるようにした.
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